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藤
田
治
、
彦

大
西
洋
に
向
か
っ
て
大
き
く
口
を
開
け

た
ブ
リ
ス
ト
ル
湾
に
近
い
コ
ツ
ツ
ウ
オ

ル
ズ
地
方
に
発
し
、
西
か
ら
東
へ
と
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
を
、
そ

し
て
首
都
ロ

ン
ド
ン
を
横
断
し
て
ド
l

ヴ
ァ
l

海
峡
へ

と
注
ぐ
テ
ム
ズ
川
。

画
家
タ
l

ナ
ー
な
ど
、

こ
の
川
を
連
想
さ
せ
る
イ
ギ
リ
ス
人
は
他
に
も

何
人
か
い
る
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
と
テ

ム
ズ
川
と
の
関
係
に
は
特
別
な
も
の
が
あ
る
。

テ
ム
ズ
を
遡
る
少
年

モ
リ
ス
は
ロ
ン
ド
ン
の
北
を
流
れ
テ
ム
ズ
川

へ
と
合
流
す
る
リ
l

川
に
ほ
ど
近
い
ウ
オ
ル
サ

ム
ス
ト
ウ
の

エ
ル
ム

・
ハ
ウ
ス
に
生
ま
れ
た
。

一
八
三
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。

モ
リ
ス
が
六
歳

に
な
っ
た
年
、
一
家
は
エ
ピ
ン
グ
の
森
を
背
に

し
た
壮
大
な
館
ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
に

転
居
し
た
。

幼
い
モ
リ
ス
は
兄
弟
姉
妹
と
、
の

ち
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・

ト
ラ
ス
ト
ゆ
か
り
の
地
と

ロ
ウ
デ
ィ
ン
グ
川
で
缶
…

な
る
そ
の
森
に
遊
び
、

釣
り
を
し
た
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
の
豊
か
な
生
活
を

可
能
に
し
た
株
式
仲
買
人
の
父
が
死
去
し
た
次

の
年
、
二
二
歳
に
な
っ
た
モ
リ
ス
は
ロ
ン
ド
ン

の
は
る
か
西
、
テ
ム
ズ
の
支
流
の
一
つ
ケ
ネ
ッ

ト
川
上
流
に
あ
る
モ
l

ル
パ
ラ
の
パ
ブ
リ
ッ

ク

・

ス
ク
ー
ル
に
進
学
し
た
。
さ
ら
に
上
流
に

は
先
史
時
代
の
遺
跡
が
散
在
す
る
エ
イ
ヴ
ベ
リ

の
村
が
あ
る。

現
存
す
る
最
初
の
モ
リ
ス
の
書

簡
は
姉
の
エ
マ
に
宛
て
ら
れ
た
モ
l

ル
パ
ラ
か

* 

子供時代から青年期にかけてモリスが住んだ3つの家のうち、唯一

現存するウォーター ・ハ ウス (現ウィリアム・モリス・ギャラリー)。
館の北にある濠では、ポート遊びゃ冬にはスケー卜を楽しむことが
できたという。

ら
の
数
通
の
手
紙
で
、
そ
こ
に
は
環
状
列
石
そ

の
他
の
遺
跡
と
と
も
に
、
同
地
に
氾
濫
原
を
な

す
ケ
ネ
ッ
ト
川
の
細
流
に
つ
い
て
の
記
述
が
見

ら
れ
る
。

モ
リ
ス
が
残
し
た
最
初
の
自
然
観
察

の
記
録
で
も
あ
る。

そ
の
間
一
家
は
再
び
ウ
ォ
ル
サ
ム
ス
ト
ウ
に

戻
っ
て
、
大
き
な
濠
の
あ
る
ひ
と
ま
わ
り
小
さ

な
住
宅
に
引
っ
越
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
ス
ク
ー

ル
か
ら
大
学
に
か
け
て
の
時
期
、
モ
リ
ス
の
帰

省
先
は
そ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
-
ハ
ウ
ス
と
な
っ

た
。
現
在
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

・

モ
リ
ス

・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
あ
る
。

モ
リ
ス
は
テ
ム
ズ
の
本
流
を
北
に
遡

っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
最
古
の
大
学
、
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
進
学
し
た。
同
地
で
は
イ

シ
ス
川
と
も
呼
ば
れ
る
テ
ム
ズ
川
は
、
ウ
イ
ン

ド
ラ
ッ
シ
ュ
川
、
イ

l

ヴ
ン
ロ
l

ド
川
な
ど
の

コ
ツ
ツ
ウ
オ
ル
ズ
の
流
れ
を
集
め

、

オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
の
南
で
大
学
町
を
北
か
ら
流
れ
て
き

た
チ
ャ
l

ウ
エ
ル
川
を
合
わ
せ
て
南
へ
と
方
向

を
変
え
、
エ
イ
ヴ
ベ
リ
か

ら

モ
l

ル
パ
ラ
を
経

て
流
れ
て
き
た
ケ
ネ
ッ
ト
川
と
レ
デ
ィ
ン
グ
付



OLEA 8CHERWELL OEVENLODE OWINDRUSH 

モリスゆかりのテムス" )11流域と支流名がつけられたモリス商会のテキス女イル・デザイン。

モリスによってデサ'インされたプリント地は (CHERWELLは弟子ダールによるデザイン) 、

おもにインディコ抜染;去を用いてマートン・アビーの工房で染められた。

(図版は 、 積回治彦著『ウィリアム・モリスへの旅』淡交社刊をもとに作成。テキスタイルは『ウィリアム・モリスのテキスタイルj 岩崎美術社刊より転載)

近
で
合
流
し
て
ロ
ン
ド
ン
へ
と
向
か
う
。

こ
れ

ら
テ
ム
ズ
の
支
流
の
名
は
、

一
八
八
0
年
代
に

モ
リ
ス
商
会
が
製
造
し
た

一
連
の
コ
ッ
ト
ン
・

プ
リ
ン
ト
の
名
称
と
な
る

。

し
か
し
、
こ
の
頃
の
モ
リ
ス
は
自
分
が
将
来

そ
の
よ
う
な
仕
事
に
携
わ
る
よ
う
に
な
る
と
は

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

運
動
な
ど
の
信
仰
復
興
運
動
の
余
波
を
受
け
、

モリスが遊んだ工ピンク!の森(右)はイギリス王室の狩猟林だったが、 1882年に開放され、今もロンドン市民の憩いの場。 この森

に「エリザヘース女王の狩猟小屋J と呼ばれる 16世紀の建物 (左) があり、少年モリスは、室内の壁を飾っていた色徳せた緑のタベ

ストリーに心惹かれたとLヴ。
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聖
職
者
を
志
し
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

エ
ク
セ
タ
l
-

カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
た
の
だ

が
、
そ
れ
は
当
時
、
珍
し
い
選
択
で
は
な
か
っ

た
。

イ
ギ
リ
ス
国
教
会
の
聖
職
に
就
く
こ
と
は
、

中
産
階
級
の
子
弟
と
そ
れ
以
上
に
親
に
と
っ

て
、
安
定
し
た
収
入
と
社
会
的
地
位
が
保
証
さ

れ
る
最
も
望
ま
し
い
就
職
だ
っ
た
の
で
あ
る。

建
築
か
ら
絵
画
を
経
て

装
飾
芸
術
ヘ

し
か
し
、
大
学
生
活
は
若
者
の
将
来
を
変
え

る
。

モ
リ
ス
は

宗
教
か
ら
芸
術
へ
と
転

じ
た
。

中
世
へ
の
憧
れ
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
い
わ
ば

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
復
興
よ
り
も
ゴ
シ
ッ
ク
復
興

運
動
に
よ
り
大
き
く
動
か
さ
れ
、
卒
業
を
前
に

し
て
、
当
時
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
事
務
所
を

構
え
て
い
た
ゴ
シ
ッ
ク
・

リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ア
ル
の

建
築
家
G
-
E

・
ス
ト
リ

ー
ト
の
も
と
で
徒
弟

修
業
を
始
め
た
。

が
、
建
築
製
図
が
苦
手
な
自

分
に
気
づ
き
、
大
学
入
学
以
来
の
親
友
エ
ド
ワ

ー
ド
・
パ
1

ン
H

ジ
ョ
l

ン
ズ
と
と
も
に
、
ラ

フ
ア
エ
ル
前
派
の
画
家
ダ
ン
テ
・
ゲ
イ
プ
リ
エ

ル
・
ロ
セ
ツ
テ
ィ
の
も
と
、
ロ
ン
ド
ン
で
絵
画

を
学
び
始
め
る
。

モ
リ
ス
が
そ
の
画
家
へ
の
道
を
も
断
念
し
た

の
は
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
が
モ
リ
ス
を
含
む
数
名
の

若
者
た
ち
と
と
も
に
手
掛
け
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
学
生
会
館
討
論
室
の
周
壁
画
制
作
の
前
後

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

モ
リ
ス
は
ロ
セ

ツ

テ
ィ
が

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
劇
場
で
見
初
め
、
モ
デ

ル
と
し
て
グ
ル
ー
プ
に
引
き
入
れ
た
女
性
ジ
エ

イ
ン
・
パ
l

デ
ン
に
恋
し

て
求
婚
す
る
が
、
彼

女
を
モ
デ
ル
に
し
た
習
作
の
裏
側
に
「
私
は
あ

な
た
を
描
け
な
い
。

で
も
、
愛
し
て
い
る
」
と

書
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

人
物
画
が
苦
手
な
モ
リ
ス
は
当
時
の
芸
術
観

か
ら
す
れ
ば
「
画
家
失
格
」
で
あ
っ
た。
し
か

し
、
そ
の
周
壁
画
制
作
は
モ
リ
ス
に
と
っ
て
も

う

一
つ
の
造
形
芸
術
の
才
能
を
確
認
す
る
機
会

に
も
な
っ
た
。

ア
l

サ
l

王
伝
説
の
一
場
面
を

引
き
受
け
た
モ
リ
ス
は
、
主
体
と
な
る
べ
き
人

モリスが寄宿舎生活を送っ たモールバラ校。

ケネy卜川沿いにあるシルベリ・ヒルは先史時代の情
築物(右手の丘)。 パフ リック・スクール時代のモリス
は、このような古代の遺跡に興昧を抱いた。

モリスが学友たちと平底舟で川遊びをしたオ yクスフォー ドのチャー
ウェルI11 。

ひ
ま
わ
り

物
を
隠
す
か
の
よ
う
に

一
群
の
大
き
な
向
日
葵

の
花
で
画
面
を
覆
い
尽
く
し
て
そ
の
絵
を
早
々

と
切
り
上
げ
、
そ
の
周
壁
画
上
の
天
井

一
面
に

見
事
な
装
飾
を
施
し
た
と
さ
れ
る

。

モ
リ
ス
の
新
婚
の
家
は
、
生
地
ウ
オ
ル
サ
ム

ス
ト
ウ
と
は
テ
ム
ズ
川
を
は
さ
ん
で
反
対
側
、

テ
ム
ズ
右
岸
の
ベ
ク
ス
リ
ヒ
l

ス
に
建
て
ら
れ

た
「
レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
」
で
あ
る
。

設
計
者
は

も
う
一
人
の
親
友
、
建
築
家
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ウ

エ
ツ

ブ
で
、
内
装
は
お
も
に
モ
リ
ス
、
ロ
セ
ツ

テ
ィ
、
パ
l

ン
H

ジ
ヨ
l

ン
ズ
な
ど
の
画
家
と

画
家
志
望
仲
間
が
協
力
し
て
お
こ
な
っ
た。
こ

の
共
同
制
作
が
一
八
六
一
年
に
創
設
さ
れ
る
室

内
装
飾
設
計
施
工
会
社
モ
リ
ス
・
マ
ー
シ
ャ

ル
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
!
商
会
、
の
ち
の
モ
リ
ス
商

会
の
基
礎
と
な
る
。

人
物
画
は
苦
手
だ
が
、
植
物
画
は
お
手
の
も

ひ
な
ぎ
く
ぎ
く
ろ

の
だ
っ
た

。
〈
格
子
垣
〉
〈雛
菊
〉
〈石
橋
(
果

実
)〉
と
い
っ
た
商
会
の
壁
紙
は
好
評
を
博
し
、

ス
テ
イ
ン
ド

・
グ
ラ
ス
の
設
置
を
含
む
総
合
的

な
イ
ン
テ
リ
ア
の
設
計
施
工
も
お
こ
な
う
よ
う

に
な
る
。

そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の

は
二
人
の
親
友
、
人
物
画
が
得
意
で
画
家
と
な

っ
た
パ
l

ン
H

ジ
ヨ
1

ン
ズ
や
動
物
好
き
の
建

築
家
ウ
エ
ツ
ブ
だ
っ
た
が
、
彼
ら
が
中
心
的
な

人
物
像
や
そ
れ
に
伴
う
鳥
獣
な
ど
を
描
い
た
画

面
を
有
機
的
に
統

一
し
て
い
る
の
は
モ
リ
ス
が

描
い
た
植
物
で
あ
る
。

モ
リ
ス
は
い
わ
ば
「
図
」

に
対
す
る
「
地
」
を
描
く
装
飾
芸
術
家
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

苦
悩
の
地
上
楽
園

モ
リ
ス
を

一
躍
有
名
に
し
た
の
は

一
八
六
八

年
か
ら
七
O
年
に
か
け
て
出
版
し
た
長
編
物
語

詩

『地
上
楽
園
』
で
あ
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
騎

士
や
船
乗
り
た
ち
が
「
地
上
楽
園
」
を
求
め
て

旅
に
出
る
話
で
、
半
数
は
ギ
リ
シ
ア
の
物
語
か

ら
、
残
り
の
半
数
は
お
も
に
北
欧
と
西
欧
の
物

赤煉瓦と同系色の屋根瓦を使ったレッド・ハウス。 このモリス夫妻の
新居には、週末になると芸術家仲間が集った。

2003 DEC. FRONT 8 



語
か
ら
取
ら
れ
、
南
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
対
照
さ

れ
織
り
交
ぜ
ら
れ
る
モ
リ
ス
の
世
界
観
を
如
実

に
一
不す
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
長
編
詩
に

よ
っ
て
モ
リ
ス
は
生
涯
『
地
上
楽
園
』
の
著
者

と
し
て
記
憶
さ
れ
、
そ
れ
は
日
本
で
も
同
様
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
で
は
社
会
主
義
者
と

し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
近
代
デ
ザ

イ
ン
の
先
駆
者
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す
る
の
は
戦
後
の
こ
と

で
あ
る
。

一
八七
O
年
前
後
は
苦
悩
の
時
期
で
も
あ
っ

た
。
妻
ジ
エ
イ
ン
と
ロ
セ
ツ
テ
ィ
と
の
関
係
が

親
密
さ
を
増
し
た
の
で
あ
る
。
道
徳
や
体
面
を

重
ん
じ
た
こ
の
時
代
、
モ
リ
ス
の
み
な
ら
ず

二

人
の
愛
人
も
と
も
に
悩
み
、
ジ
エ
イ
ン
は
常
に

体
の
不
調
を
訴
え
、
ロ
セ

ッ
テ
ィ
は
阿
片
チ
ン

キ
の
常
用
な
ど
の
た
め
健
康
を
害
し
て
い
た

。

モ
リ
ス
は
ロ
セ

ッ

テ

イ
の
健
康
回
復
の
た
め
テ

ム
ズ
の
源
流
に
近
い
村
に
共
同
で
別
荘
を
借
り

ロンドンのクイーン・スク工ア。 この界隈にモリス・マ シャル・フォー

クナー商会の工房やショールームがあった。

た
。

モ
リ
ス
自
身
が
気
に
入
っ
た
ケ
ル
ム
ス
コ

ッ
ト
・
マ

ナ
ー
で
あ
る
。

じ
つ
に
奇
妙
な
行
為

だ
が
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
は
絵
画
を
学
ん
だ
師
で
あ

ひ

り
、
ジ
エ
イ
ン
が
ロ
セ
ッ
テ
ィ
に
心
惹
か
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
求
婚
し
た
と
い
う
負

い
目
が
モ
リ
ス
に
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
時
期
、
モ
リ
ス
は
多
忙
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
驚
く
べ
き
量
の
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を

こ
な
し
、
古
典
や
自
作
の
詩
に
彩
飾
を
施
し
た

手
稿
本
を
多
数
制
作
し
て
い
る
。
詩
人
モ
リ
ス

に
と
っ
て
図
像
だ
け
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
不
十
分

で
、
言
葉
を
伴
う
影
飾
手
稿
本
の
仕
事
一
つ
一

つ
に
自
分
を
ぶ
つ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
に

回
?
っ。モ

リ
ス
は

一
八
七
一
年
の
夏
、
ロ
セ
ツ
テ
イ

が
い
る
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ

ト
・
マ
ナ
ー
に
妻
ジ
エ

イ
ン
と

二
人
の
娘
を
残
し
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に

向
か
い
、
仔
馬
の
背
に
揺
ら
れ
て

一
カ
月
以
上

に
及
ぶ
荒
野
の
旅
を
し
た
。

ギ
リ
シ
ア

・

ロ
l

口セ、ノティと共同名義で借りた別荘ケルムスコッ 卜 ・マナー。 1570年

前後に建てられたこの地方独特の石造建築で(右側部分はその約

100年後に増築)、 モリスが最も愛した家。

ウ工、ノブ設:言十によるケルムスコッ卜のメモリアル・コティジ
ス ( 1902年建造)の壁画に彫られた「田園にくつろぐモ

リス」。このレリーフもウェッブのスケ・ノチに基づいている。

マ
文
化
と
い
う
「
図
」
に
表
面
を
厚
く
覆
わ
れ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
地
」
を
求
め
て
の
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
中
世
文
学
サ
ガ
の
旅
は
、
複
雑
さ
を
極

め
る
三
角
関
係
か
ら
の
自
虐
的
な
逃
避
行
で
も

あ
っ
た
。

こ
の
不
幸
な
関
係
は
、
廃
人
同
様
に

な
っ
て
い
た
ロ
セ
ッ
テ
ィ
が

一
八
八
二
年
に
死

去
し
て
終
わ
る
。

社
会
主
義
活
動
か
ら

再
び
源
涜
ヘ

モ
リ

ス
は
事
実
上
彼
の
会
社
で
あ
っ
た
モ
リ

ス
・
マ
ー

シ
ャ
ル
・
フ
ォ

ー
ク
ナ
l

商
会
を
一

八
七
五
年
に
モ
リ
ス
商
会
と
改
め
、

一
八
八
一

年
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
ロ
ン
ド

ン
市
内
の
工
房

よ
り
は
は
る
か
に
大
き
な
工
房
を
テ
ム
ズ
川
の

南
、
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
に
も
近
い
マ
1

ト
ン
・

ア
ピ
l

に
開
設
し
て
事
業
を
拡
充
し
た。
テ
ム

ズ
の
支
流
の
名
を
付
け
た
一
連
の
コ
ッ
ト
ン
・

プ
リ
ン
ト
を
染
め
た
の
は
マ
1

ト
ン
・
ア
ピ
ー

を
流
れ
る
ウ
ォ
ン
ド
ル
川
の
軟
水
で
あ

っ
た
。

そ
れ
ら
す
べ
て
に
は
、
水
面
に
浮
か
び
流
れ
る
、

あ
る
い
は
透
き
通
っ
た
川
の
底
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と

揺
れ
る
水
草
を
想
わ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
上
の
共
通

性
が
あ
る
。

一
八
七
0
年
代
後
半
か
ら
活
動
を
社
会
へ
と

向
け
る
。
モ
リ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
非
人
道

的
外
交
政
策
に
反
対
し
て
一
八
七
六
年
に
東
方

問
題
協
会
に
参
加
、
翌
一
八七
七
年
に
は
修
復

と
い
う
美
名
の
下
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
歴
史

ね
つ
ぞ
う

の
破
壊
や
担
造
に
対
抗
す
る
た
め
に
自
ら
古
建

築
物
保
護
協
会
を
創
設
す
る
。
こ
の
よ
う
な
積

極
的
活
動
は
、
パ
イ
ロ
ン
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
の

行
動
す
る
ロ
マ
ン
派
詩
人
の
伝
統
上
で
捉
え
る

こ
と
も
で
き
よ
う

。
芸
術
と
社
会
に
関
す
る
講

演
は
年
を
追
っ
て
増
え
、
一
八
八
三
年
か
ら
は

本
格
的
に
社
会
主
義
活
動
に
参
加
す
る
。

し
か
し
、
モ
リ

ス
は
労
働
組
合
や
社
会
主
義

政
党
の
結
成
を
め
ざ
す
よ
う
な
職
業
的
社
会
主

義
者
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
大
い
に
貢
献

し
て
い
た
社
会
民
主
連
盟
を
脱
退
し
て
自
ら
社

会
主
義
同
盟
を
結
成
す
る
。
が
、
新
組
織
に
はマ一トン・アビーのウォンドル川 。 水辺の風景は、モリスのコット

ン・プリントのデザインを紡備させる 。 右手に水車小屋がある 。
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今
度
は
無
政
府
主
義
者
が
台
頭
し
て
再
度
脱

退
、
ハ
マ
ス
ミ
ス
社
会
主
義
協
会
と
い
う
ロ
ー

カ
ル
な
組
織
を
つ
く
る
。

社
会
主
義
同
盟
の
機

関
誌
に
空
想
小
説
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
だ
よ
り
』
を

連
載
し
、
自
宅
近
く
の
ハ
マ
ス
ミ
ス
橋
の
た
も

と
で
野
外
講
演
を
重
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

こ
の
頃
で
あ
る
。

お
ぽ

モ
リ
ス
自
身
と
思
し
き

「ユ
ー
ト
ピ
ア
だ
よ

り

』
の
主
人
公
は
、
同
盟
の
会
合
で
「
革
命
の

あ
か
つ
き
」
に
社
会
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う

激
し
い
議
論
を
し
て

夜
遅
く
帰
宅
し
眠
り
に
つ

い
た
翌
朝
、
自
宅
前
を
流
れ
る
テ
ム
ズ
川
で
ひ

と
泳
ぎ
す
る
。
し
か
し
顔
を
水
面
に
出
す
と
、

あ
た
り
の
様
子
が
昨
日
ま
で
と
違
っ
て
い
た
。

嫌
悪
し
て
い
た
数
年
前
に
架
け
ら
れ
た
装
飾
過

剰
の
鉄
製
吊
り
橋
ハ
マ
ス
ミ
ス
橋
が
消
え
、
フ

し
の

イ
レ
ン
ツ
エ
の
ポ
ン
テ
・
ヴ
エ
ツ
キ
ヨ
を
も
凌

ぐ
ほ
ど
に
美
し
い
石
造
の
ア
l

チ
橋
が
架
か
っ

て
い
る
。
「
開
通
し
た
の
は
二
O
O

三
年
の
こ

と
で
す
。

以
前
は
か
な
り
簡
素
な
木
の
橋
が
架

か
っ
て
い
ま
し
た
」
。
未
来
世
界
の
若
者
は
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ザ
・
ゲ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
た
ぶ
ん

二
二
世
紀
に
迷
い
込
ん
だ
主
人
公

に
そ
う
語
っ
た
。
彼
は
自
宅
の
あ
っ
た
場
所
に

建
つ
館
に
案
内
さ
れ
、
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
銘

板
を
見
た
。
「
客
人
な
ら
び
に
隣
人
諸
君
。
こ

の
ゲ
ス
ト
・
ホ
l

ル
の
位
置
に
か
つ
て
ハ
マ
ス

ミ
ス
社
会
主
義
協
会
の
講
堂
建
て
り
。
そ
の
思

い
出
の
た
め
に
乾
杯
。
一
九
六
二
年
五
月
」。

協
会
の
本
拠
で
も
あ
っ
た
自
宅
は
現
存
す

る
。

そ
れ
は
理
想
の
住
ま
い
ケ
ル
ム
ス
コ
ツ

e
り
よMW

ト
・
マ
ナ
l

に
因
み
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
ハ
ウ

ス
と
命
名
さ
れ
た
モ
リ
ス
の
ハ
マ
ス
ミ
ス
の
家

パ フォードのセント・ジョン・ハプテイス卜聖堂では、修
復に際して聖人を描いた壁画が削り取られた。 モリス
はこのような無思慮な修復に異を唱え、 古建築物保護
協会を郵IJä宣した。

ロンドン市内、テムズI11沿いのハマスミスにあるケル
ムスコット・ハウス。この川の上流にある理想の村ケ
ルムスコットの名を冠したモリス晩年の住まい。

I 'Íーフォードを流れるテムスの支流ウインド、ラッシュ I11 。

愛犬と戯れる少年と母親。

モリスは自然と人の営みが調和した風景を愛した。
テムズ上流のハイブリー。

で
、
周
囲
に
は
一
八
九

一
年
に
創
設
さ
れ
た
モ

リ
ス
の
印
刷
工
房
、
ケ
ル
ム
ス
コ

ッ
ト
・
プ
レ

ス
の
建
物
も
残
る。
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
ハ
ウ

ス
の
地
下
に
は
現
在
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
協

会
の
事
務
局
が
あ
り
、
そ
の
窓
の
外
側
に
は
実

際
に
そ
の
銘
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

何
と
素
晴
ら
し
い
趣
向
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
掲

げ
た
モ
リ
ス
協
会
の
人
々
の
機
知
も
嬉
し
い

が
、
や
は
り
、
自
宅
が
あ
る
は
ず
の
場
所
に
建

つ
館
を
訪
ね
、
こ
の
よ
う
な
銘
文
を
見
て
衝
撃

を
受
け
る
と
い
う
著
者
モ
リ
ス
の
構
想
の
勝
利

で
あ
り
、
そ
れ
を
見
る
私
た
ち
も

「ユ
ー
ト
ピ

ア
だ
よ
り

」
の
世
界
に
入
り
込
む
の
で
あ
る
。

大
き
な
違
い
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ザ
・
ゲ
ス
ト

が
迷
い
込
ん
だ
二
二
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
多

く
の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
私

た
ち
の
世
界
は
、
二
一
世
紀
に
入
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
前
世
紀
や
前
々
世
紀
の
ま
ま
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
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モ
リ
ス
は

一
八
九
六
年
の

一
O
月
三
日
に
ハ

マ
ス
ミ
ス
の
自
宅
で
死
去
し
た
。

死
因
に
つ
い

て
医
者
は
、
「
病
名
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
、

少
な
く
と
も

一
人
で
十
人
分
以
上
の
仕
事
を
し

た
た
め
」
と
答
え
た
と
い
う
。

遺
体
は
数
日
後

に
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
、
モ

リ
ス
の
最
初
の
家
を
設
計
し
た
ウ
エ
ツ
ブ
が
、

最
後
の
家
で
あ
る
墓
石
を
も
デ
ザ
イ
ン
し
た。

(
写
真
も
筆
者。た
だ
し
*
印
は
株
式
会
社
モ
リ
サ
ワ
提
供
)

ふ
じ
た
・
は
る
ひ
こ

一
九
五
一
年
福

島
県
生
ま
れ
。

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

教
授
。

尊
攻
は
環
境
芸
術
学
・
デ
ザ
イ
ン
史
論
。

絵
画
、
工
芸
、

建
築
、
造
園
と
広
い
視
野
を
も
っ。
著
書
に
t
Jイ
リ
ア
ム
・
モ
リ

ス
へ
の
旅
」
『ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
園
』
(淡
交
社
)
『
現
代
デ

ザ
イ
ン
論
』
(昭
和
堂

)
、訳
書
に
『ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
テ
キ

ス
空
イ
ル

」
(
岩
崎
美
術
社
)
ほ
か
多
数
。



直立主盆モリスに関するできごと |目
1834 1 0 1 3月24日、ロンドン郊外ウォルサムストウに生まれる。 同名の父はシティのビジネスマン

18401 61 ウッドフォードの館に一家転居。 エピングの森を遊び場とする

1843 1 9 1 ウッドフォードのプレパラトリ ・ スクールに学ぶ

1847 1 13 1 父ウィリアム50歳で病死

1848 1 14 1 1843年創設のパブリックスクール、モールパラ校に入学。 ウオルサムストウのウォーター・ハウスに一家転居

1851 1 17 1 11月、モールパラ校で学内騒動、年末モリスは自主退学

1852118 1 聖戦を志し、オックスフォード大学エクセター・カレッジ受験、合格

1853 1 19 1 エクセターカレッジ入学。 パーン=ジョーンズらと知り合う。 ラスキンを愛読

1854 1 20 1 次姉へンリエッタと初の大陸旅行、ベルギーのブランドル絵画、北フランスのゴシック大聖堂など歴訪

1855 1 21 1 成人し、父の持ち株を相続。 パーン=ジョーンズらと北フランス再訪

1856 1 22 1 建築家ストリ}トの事務所に弟子入りし、ウェッブに出会う。 大学卒業。 事務所移転に伴いロンドンへ移る。

ノtーン=ジヨ}ンズと共同生活。 ロセッティの影響で商家を志す

1857 123 1 オ、yクスフォード学生会館討論室の周壁画を共同制作。 ジェイン ー パーデンと交際

1858 1 24 1 詩集 『グウイネヴイアの抗弁j自費出版。 ウエアプらと北フランス旅行。 油彩爾{麗しのイソウド〉制作

1859 1 25 1 ジェインと結婚。 レッド・ハウス建設

1860 1 26 1 レッド・ハウスに入居

1861 1 27 1 1月、長女ジェインアリス(ジェニー)誕生。 4月、モリス・マーシャル・フォークナー商会創設。 レッド ・ ライオン ・ ス

クエアに工房開設。 ステインドグラス、タイル、刺繍、家具など制作開始。 物語詩 f地上楽園j執筆開始

1862 1 28 1 3月、次女メアリー(メイ)誕生。商会はロンドン万国博で賞獲得。壁紙〈格子垣}をデザイン(1864年登録)

1863 1 29 1 ステインドグラス部門が順調に成長、注文増える

1864 1 30 1 レッド・ハウス増築計画と工房移転計画。 長距離通勤などがたたりリューマチを患う

1865 1 31 1 夏にクイーン・スクエアに商会移転。 11月、レッド・ハウスを離れ、商会の上階に転居

1866 1 32 1 6月、モリス夫妻、ウェップらと北フランス旅行。 9月、セントジェイムズ宮殿の「武具の間」なと'の内装着手。 1 0

月までにサウス・ケンジントン博物館(現吠イクトリア&アルパート美術館)の「グリーンタイニングルーム」の内装

着手。 染色の試み開始、 1830年代の版木で刷られたプリントを商品化

1867 1 33 1 物語詩 『イアソンの生と死jを自費出版

1868 1 34 1 物語詩 『池上楽関j第l巻出版。 8月、アイスランド ・ サガを読み、翻訳着手。染〈ジャスミンの格子〉

1869 1 35 1 夏、ジェインの療養のためドイツ滞在。 手稿本制作。『地上楽園j第2巻

1870 1 36 1 彩飾手稿本fエイルの住人の物語H詩の本jなど。 『地上楽園j第3巻。 タイル〈チューリ ップと格子垣〉

1871 1 37 1 6月、ケルムスコット・マナーをロセッティと共同賃借。夏に第l回アイスランド旅行

1872 1 38 1 6月、ロセッティ自殺未遂。壁紙{飛燕草)(ジャスミン〉

1873 1 39 1 1 月、ターナム・グリーンへ転居。 4月、 パーン=ジョーンズとイタリア旅行。 夏に第2回アイスランド旅行。物語詩

『恋だにあらばj。染〈チューリップと柳〉
ロセッティがケルムスコット ・マナー共同借地権放棄。 夏に家族でブランドル旅行。 壁紙〈アカンサス〉ほか

3月、商会を単独経営のモリス商会に改組。 4月、フォークナーとウェイルズ旅行。カーペットのテ2ザイン開始。 染

色実験に熱中。 染{チューリップ}ほか

12月、東方問題協会創設に参加。 リューマチに苦しむ。 染〈忍冬〉ほか、織豊富紙も多数

オックスフォード大学詩学教授就任を打診されるが辞退。 3月、 SPAB(古建築物保護協会)創設。 オックスフォ

ードストリートに商会ショールーム開設。 12月、初の公開講演「装飾芸術」。 染{柘機〉ほか

4月、一家でイタリア旅行、痛風に苦しむ。 6月、 SPAB第l四年次総会。 ケルムスコット ・ ハウスへ転居

夏に全国自由同盟創設に参加。講演「民衆の芸術」。織〈小鳥と葡萄〉ほか、壁紙も多数

5月、ヴェネツイアのサン・マルコ聖堂保存のため国際委員会創設を提案。 8月、家族らとテムズ川を小舟で遡る

8月、 2度目のテムズ川の旅。 マ一トン・アピー工房開設。講演「芸術と大地の美」ほか。 染〈兄弟うさぎ〉ほか

講演集『芸術の滞望と不安j。 講演「生活の小芸術J。ロセッティ死去

民主連盟(翠年SDF社会民主連盟に改称)加入。染〈いちご泥棒〉ほか、カーペット・壁紙も多数

社会民主連盟機関誌『ジャスティスj創刊。 年末に連盟脱退、社会主義同盟創設。 アート・ワーカーズギルド創

設。 講演「有用な仕事と無用な労苦Jrゴシック・リヴァイヴァルJ。染〈ウォンドル)(クレイ〉ほか、織も多数

1885 1 51 1 社会主義同盟機関誌 『コモンウィールj創刊。 言論の自由擁護集会(ドッドストリート)翌日の裁判で騒動、モリ

スも一時拘禁。 染{メドウェイ}ほか

1886 1 52 1 rジョン・ポールの夢」を 『コモンウイールjに連載開始

1887 1 53 1 タペストリー〈森〉ほか。 壁紙{柳の校〉ほか

1888 1 54 1 講演集f変革のきざしj。 この頃、講演演説は年間100回近くに及ぶ。 第I回アーツアンドクラフツ展

1889 1 55 1 講演「ゴシック建築Jr染めの芸術」など

1890 1 56 1 rユートピアだより」をfコモンウイール』に連載。 社会主義同盟脱退、ハマスミス社会主義協会結成

1891 1 57 1 ケルムスコットプレス設立。 娘ジェニーを伴い北フランス旅行。 ケルムスコット刊本『輝く平原の物語j ほか(以

下記載の出版物はすべてケルムスコット刊本)

1892 1 58 1 アーサー王物語〈聖杯の探求〉のタベストリーに着手。『ゴシックの本質jほか

1893 1 59 1 rイングランド社会主義者共同宣言」を共同起草。 講演「理想の書物」ほか。 『ユートピアだよりほか多数

1894 1 60 1 rジョン・キ}ツ詩集jほか多数。 母エマ90歳で死去

1895 1 61 1 フランス小旅行。 タベストリ-{聖杯の探求〉完成。『ベーオウルフ物語jほか多数

1896 1 62 1 1 月、 SPAB、社会民主連盟などの会合出席(最後のスピーチとなる) 0 rサンダリング・フラッドj執筆。 夏にノル

ウェーで転地療養。 『ジェフリー・チョーサー著作集jほか多数。 10月3目、ハマスミスの自宅で死去。 同月6日、ケ

ルムスコットの墓地に埋葬

1874 40 

1875 41 

1876 42 

1877 43 

1878 44 
1879 45 

1880 46 

1881 47 

1882 48 

1883 49 

1884 50 
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1837 1 ヴィクトリア女王即位

1840 1 イギリス・中国 (1青)聞のアヘン戦争(-
42) 

18421 南京条約(イギリスに香港翻j談)

18481 ラファエル前派結成。 フランス二月革命。

マルクス+エンゲルスf共産党宣言j

1851 1 第l回ロンドン万国博覧会

1853 1 ペリーが浦賀来航

1854 1 クリミア戦争 (-56)

1856 1 1青、アロー号事件(英仏連合軍による中

国侵攻。 -60)

1857 1 インK セポイの乱。 ボードレール『悪の華1

1858 1 インド、ムガール帝国滅亡、イギリスに併

合。 日英修好通商条約

1859 1 ダーウイン 『種の起原j。ミル 『自由論j

1861 1 アメリカ、南北戦争 (-65)

会
成
覧
結
除
号
レ
即
闇
市

万
師
、
日

ン
吟
ナ

ドh
a

「
l
l
-

ン
地
九
ロ
ン
火

回
ド
イ

今
，b

、J
1
A

第
ロ
第

qL2J

,4a 

f
o
r
b
r
b
 

n
n
U
0
6
0
6
 

1867 1 マルクス f資本論j。大政奉還

1868 1 明治維新

1875 1 リパティー商会創設

1877 1 ヴイクトリア女王インド皇帝となる

1881 1 民主連盟成立

1882 1 センチュリー ギルド創設。 ヴィクトリア女

王、エピングの森を国民に開放

1886 1 2月、トラファルガ一広場での失業者大集

会後のロンドン混乱(暗い月曜日)。

イギリス、ピルマを併合

18871 11月、トラファルガー広場大集会を警察関i

圧、死者2名、負傷者多数(血の日曜日)
18881 手工作ギルド設立。 アーツ ・ アンド・クラ

フツ展協会第1回展

1889 1 第2インターナショナル結成。 大日本帝

国憲法発布

1893 1 ピアズリー 『アーサー王の死1

1894 1 日清戦争 (-95)

1895 1 ナショナル・トラスト設立




